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　　　　　　　　　　　白鳥座57番星の軌道愛化
　白鳥座57番星は有名な分光連星で，デネブ星の東南約2。に位し，赤纏20h
49T7，赤緯十44℃’，光度は4・7，分光型はB3である．ヰ’クトリや天文豪のJ．A．
Pease氏が過去数十年にわたる此の星のスペクトル研究から，此の星の軌道は
極めて迅速に憂動ずることを見出した　帥ち，
・長経の廻嬉する週期
近星鮎の攣動
近星黙通過期
Anomalistic週期
恒星週期
離心率
：重心の速度
主星の牛振幅
件星　　〃
P7　＝　25．4年
w　＝　276．03　＋　14．2　（T－1900）
’上一Z　　＝　J．D．2115019．470十2乏851822×N十〇．（）00308（T－To）
　　　　HPA　＝＝　2．855700
1’s　＝　2．854822
e　＝　O：135
vo　＝　　一18，3　粁／毎秒
Kl　＝　113．1　tl
K2　＝　IP－4．0　u
　　　　　　　　　　木星の表面にある藩邸の化學的説明
木星の表猷こは赤道；c並行した方向に種々の雲霧帯が見えるが・R・Wildt民
は之れを皆・アムモニや巽に封ずるナトリウムの作用が一112。Cあたりの寒冷
な温度で行はれてるる結果と見てみる．土星には与れほどの著しい雲霧帯がな
V・のは，土星表面の温度が低く過ぎるためらしい．木星面の上記の詮明につい
て下記の如き疑問がある：
1）木星面の褐色雲霧帯が赤道に並行に延びてみる理由アー之れは木星の自
　動軸が軌道面に殆んど直立してみるため，星の表面の氣象は常に定常の東西
　i氣流となり，其れ以外の置戸が少いためだうら．
2）木星面に小さい青色班黒占が多く現はれる理由．アー之れは一78℃以上の
　温度で現はれるべきものだが，恐らく木星の内部から噴出する熱氣のためだ
　ろう．
3）ナトリウムは木星の内部に多く沈澱してみる筈なのに，之れが何故に表面
　にi遊離して現はれ，　　　　　　　　　アムモニヤに作用するか？一一一之れは不明．
　　　　　　　　　　　新星のスペクトル線に追加
　新星やガス二二のスペクトル中にあって最も特異な輝線と考へられてるるも
のは・5007Aと4959Aとであるが・之れ等は，近年，物理豪者たちの協力に
よ？て，酸素ガスが二重に電離したものの獲する光で，原子核の過渡式から言
へば・それぞれ：1　P2　一　1　DL，及びsp1　一1D2　に二二するものであることが知
れた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　そこで・物理學の理論から言へば，これ等の線は3Pといふ符號でも分る通
り・二重線を形成してみる筈だから・更に今一つ・3P・一ID2に相當するこ璽
天界227　　　　　　　　　　　天　界　薪　知　識　　　　　　　　　　　　　153
電離の酸素線（波長は，計算上，4931・8Aとなる）が無ければならなV・と考へ
られてるたが，最近までは誰も己れに近い光線を護見しなかった．しかるに，
1938年に至って，三盛のBowen及Wyseの爾氏がN．　G．　C．6572及びN．
G．C．7027といふ二つの遊・星形星霧のスペク1・ル中にJi・ヒの光線を即断し，叉フ
ランスのJ．Dufay，　M．　Bloch爾氏がλ4932．2土。．6　Aといふ光線をヘルク
レス新畢のスペク1・ル中に見つけた．尤もヘルクレス新星のスペクトルを前に
研究したヰルソン山のAdams，　Joy爾氏は此の線を認めなかったらしいが，ミ
シガン大學のMcLaughlin氏の親測報告中には此の新星のスペクi・ル中に現は
れた一未知線として糾9325Aといふのを獲表してみる．又，最近，　Wysc氏
は去る1918年8月の鷲座新星のスペクトル中の爲眞を調査して・λ4932Aの線を
2回も認めた．これにより，今や酸素の二重電離線の3つが皆完至に認められ
たわけであるが，しかし不思議なことに，5007Aと4959Aとは1936年以後に
薯＝しく淡くなったけれど，λ4932Aは，さほどでもなく，1938年中に佛國リヨ
ンの天文毫で撮ったスペクトルより三半中に尚見えてみる．
　Pasternak氏の研究によると，上記の酸素三重線のil囲度相の公算率は，
　5007線　自口t，31）L・一ID2　が　　　　毎秒0．016
　4959　，！　u　3Pl－ID2　t／　O．0055
　4932　u’　ti　3Po－ll）2　u　O．OOOOO13
であるから，λ　4932A線は公算…率が少さいことは小さV・が，しかし，スペクト
ル中の在民は此の割合ぴよりも大きV・．
　　　　　　　　今年中の太陽と月の物理週期の表
　太陽や月の表面の槻測者のために，下の如き週期が一般に用ゐられる．（本
誌附録天象欄を見られよ．）太陽は1854年以來Carringtonの自樽週期25・38に
よって計算したもの，叉，月面は1923年以來Brown氏流にLunationを数へ
たものである．
　　太陽自韓の表　　　　　　　　　　　ロ第l155期の初め　1940年1月14・・63
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　　　月面相の表
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